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診療情報開示への動き

長 岡

最近10 年ほ ど ,
イ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン セ ン ト へ の

要求の 高ま りと咋F,LAtす る形 で , わ が 国にお い て もl一束

頓悟 報の 捉[ ,It-を求め る動きが 強ま っ て きた ′

‥ 小論は ,

そ の 動きをrl!i
=

間｢l勺に 順を追 い なが らjj_
L! ろ う とす るも

の で あ る .-

Ⅰ 厚生省 , イ ンフ ォ
ー ム ド ･ コ ンセ ン トの在り方

に関する検討会 (1 9 9 3
- 1 99 5)
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敢行ノ､ 関 村 悶; 礼賛 第 7 き 第1 り

患 者の 不7z:- を取 り除く よう努ノ) しなけ ればなF) な い_

患 B. 側も, 臼分 の 知 りた い ことを医療従 事者に は っ

き りと知 らせ る とい う態 度が望まれる ｡

た だ し情報提供に あ た っ て は , 特 別に 挿 々 の 条件

を 考宙す る必 要の あ る場 合が ある.｡ そ の 第一は , 柄

名 の 告知自体が問題に なる場 合で あ る 二, 難治性 の が

ん の場 合に ㍗知が 困難だと い う ことば しば しば指摘

されて い る-､ しか し報告書は そ の ような場 合で も,

末期患者 - の 供療に つ い て の 調査i; 7
:

果などを根拠 に

しなが ら
,
｢ 告知 の 口ff 創生を追求す る 姿勢が 必 要で

ある｣ と の 指摘を行う ｡ また H I V 感染症 ′′A I D S 医

療に つ い て
, 他 人 - の 感染 の 剛奏と 予後不 良とい う

理 由か ら告知が 必 要だとされるが
, 感染検査が強制

的に行われるもの で あ っ て は ならず
,
が ん 告知と同

様告知後の サ ポー ト の 充実が求め られるとする ｡ 第

二 は
,

′1 :
_
命 の 危機 にか か わる疾患 , 末期 ,

リ ス ク の

高 いlラミ療, 遺伝疾患などの 場 合で ある ｡ 情報量の 多

さや そ の 衝撃の 強さ の た め
,
しば しば患者側は L】頑

で の 説明だけ だ と十
'/j
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に 説 明内容が理解 で きない L, I

そ の た め L】頭だ け で なく 丈 割 こよる説明 , 文吉に よ

る同意確認が必 要となる ｡ 第 三 は , 患者 の 理解能ノJ

や 同意能 力が 十分 で は ない と思われ る場 合で ある ｡

こ れに は 多様 なケー ス が 存在す るた め
,
今後個 々 の

ケー ス に 応 じた検討が なされなけ ればな らない ｡ 第

四 は
, 臨床研究的な件格を持 つ 性癖の場 合で ある ｡

こ の 場面 で は被験 者の 自 由意思に よる 同意が 不 口J 欠

で あり
,
そ の 確認 の ため に も説 明と同意 を書面の 形

で 残す こ とが 非常 に 重要に なる っ

続 い て , 法制化と環境整備 の 問題に 言及される ｡

｢ イ ン フ ォ ー ム ド ･
コ ン セ ン トを
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律に法律上強制

す る こ とに つ い て
.
｣ の 節 で ,

イ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン

セ ン ト が患 者と医療従事者相 可の 信栢関係を構築す

る際に 有益 で あ り , 説明義務をrii
)
. め る判例もあると

しなが ら
,

｢ しか し
, 個 々 の 患 者と医墳従事 者と の

関係に おい て 収~､ンニす るイ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン セ ン ト

に つ い て
, 画一
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,
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, 適L)J で はな い｣ と述 べ , 法制化に つ い

て は っ きりと 否定 的な態度を表明し て い る 1

続く ｢ イ ン フ ォ ー ム ド ･
コ ン セ ン トを理念規定 に

位置づけ る こ とに つ い て ｣ の節 で は ,
｢ 『イ ン 7 す --

ム ド ･ コ ン セ ン トを実施す べ き で あ る』 とい う趣 旨
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jt に 位置付け る べ きだとす る意 見
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よ っ て 推進す る こ とは , 現時 ,

i: .; l で は 必 ず しも適L)) と

は!i
T
, わ れな い とす る首 姐｣ とが 仰.i Li さ れ て い る-､

つ

ま り検討∠吉にお い て は押合と して 法 徴 こ
'
[

,

.

ki f) :,!l む こ

とに つ い て統
一

見解をLI
J

, す こ とが で きなか っ た- た

だ 次 の 段落で ｢ 医療法のl
'

Jく瀕 附 加 ) 揮 ノ

'

LiV ) 小 に , 医

墳従事者の 努力目 標,
*
f5 力規定 とし て[,

(

I-
_岸引寸け る こ

とに つ い て は
,
更に幅拭く関係者の 意 見を桔まえ た

上 で い っ そう の 検討が
'

( i
--われる ことを期待して い る

__,
1

と の 文 章が ある｡ こ こ か ら想 像され るの は
, 理念 規

定に つ い て 賛成派と k 対派と の 論
'

f ･ が あり , ぎ り ぎ

り の 妥協点と して 今後医療法 の 巾に理 ′含規定を藍り

込む方向で 検討す るとい う~文言 で
一

致 した とい う こ

と で あ ろう ｡

ⅠⅠ レセプト (診療報酬明細書) 開示 (1 9 9 3 - 1 9 9 7)

レ セ プ トは 診察や 検在などの 医療行為を点 数で 末

記 した もの で , 各医療隙関は 毎月そ の 様関が行 っ た

医療 行為全体 を患者 ごと にまとめ , 審尭機関に捉 .LH

す る .｡ 審 査を通 ると保険 者に送 られ , 保障 者は患 者

の 白己負細 分を除い た 金穎を医療機関に 支払う.:, 保

険者 はときどきそ の 加入 者に 対 し て あ る月 の 医墳費

の 金額に つ い て伝 えた りする.｡

レ セ プ トを患 者本人などに 開示す る ことに つ い て
,

法的に は 何の 規定 もなか っ た ｡ しか し厚
′f :
_ 省
は

, 行

政指導に よ っ て患 者本人で あ っ て も開示す る ことば

望ま しくな い と し て きた ?/ た と え ば19 7 9
/

l F 監 修 の

｢ 国民健康保険質疑(/L'/f11一葉｣ に は ｢ レ セ プ トには 病
/

/I , 診療内布など秘密に 属す る こ とが記載され て お

り
,
治療に悪 影響を及ぼす恐れもあ る の で たとえ 本

人で あ っ て も閲覧させ る ことは で きない ｣ などと明
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開とす べ き で は ない ｣ と下り示 した ｡ ( 毎 H 新聞 史

京/j fり, 19 9 6 . 0 9 . 2 8 )

以 上 の よう な経緯を背景と して , 惇
′

寸:
.
省 は1 99 7 il-

:

I

6 月2 5 ｢1
, 老 人保陸稲祉た,

)

) 良 , 保障fd) 良 什会保険

1i
-' 運営 部技通知 ｢ 診療報酬佃 柵 善

J

:
-I
;-:- の 枇保rJ

'

*一斉 へ の

開 ,Jミに つ い て ｣ を汁i し た.
｢ そ こ で は , 原則と し て 被

保除名･本人に 対し診才真作位# L

H 明細 吾
^

.

;
;:- を開 ,JI
J
I-す べ き で

あ るとo )1
r

,
3二′卜

'

(f と し て の 一般f
!

J
/

J 考え )j が ′Jこされ 終

保障者に 対して で きるl:l い川目′J
A
,- に 取 [) 糾むよう に と

の 要請がなされた-- そ の 際 のt
'

.

J
! ,音∴

-

I

.-
1 と し て .

(:1
~
二億 保

傾 古木ノ､ に 対す る問 ′JI- . ':童:: 本ノ､ のi
'
,
,
,

t

墳 1-_ i
J 暗 が な い

こ とを i :_ 知医に確ri
-
J

[
L

)
, す る , ⑨遺 族か ら の 開 ′Jこ請求 の

場 合, 各保険 古の 判断におい て ､ 什1ミ通念 に照 F) し

適
､l/

Iとi J
f

L

)
, め られ るときは問 ′JI- し て 点 し iJ え ない . と

の 事rj主が jJA; された また こ の 閏 ′J
A
; は 山

√

i
'
.

) 択拠に よる

もの で はなく , 保障 斉が 被保障 者に 対して子f う サ -

ビ ス の
･ つ と位 置付け られ て い た へ

習19 9 8 ii
:

- 3 )j 末 で の 開 ′Jミ状i妃調 査で は次 の よう な

i
'

+ .
=

果が で て い る ｡ L4 民健康保障組 合で は ,
4 1 . 596

'

が

開示を実施済み , 5 7 . 3 /
O

i が 実施 f
, 走 ( 時期 未定 を含

む) で あ り , 開示依軒数は約2 6 00 件
,
そ の ほ とん ど

が間jJi
･

され た ｡ 主知医が 診療上 の 立障が ′巨じると し

て 開示に 同意 しなか っ た ケ - ス は なか っ た = 小関 j]1
･

の ケ ー スと し て は
, 請求 若の 勘違い によ り実際 には

･

受診 し て い なか っ た場(=T が あ っ た ｡ 政府管掌陛康保

険
･

船臼保険 で は 11 27 件 の 開示依瞭に 対して ほ とん

どが 開 ′Jミされ て い る ｡ 組
'

u

i

健 康保険 で は ,
1 8 14 組(千

rT 1 1 4 8 1糸し上告が 開示の た め の 規定写を什碇 して お り,

開示依桓総数は6 05 , そ の ほ とん どが 開 ′Jミされた- ㌔

( 込 山愛郎 ｢ 診療報酬明細書
'

1

{
;:- の 被保障 古 へ の 閉 ′Jミ

に つ い て ｣ 『ジ :L リ ス ト』 1 14 2
'

Fヨー[ 19 9 8 . 1 0 . 0 1] )

ⅠⅠⅠ カルテ等の診療情報の活用 に関する検討会

(1 99 7
- 1 9 9 8)

こ の 検討iミは , 悼
′

l :
_ 省
政策F[1 7) 長 の 私的言捌

'

[,

t

3 様r貨Jt

し て 1 9 97 年 7 月 に設置された ｡ 委 ,
ul は , 解艮 , 森島

昭ノi- ( 上 智大
′
､

(一法
/:
-[ 詔; 教授) , 告 汁郁了一( 聖路加看

護大
/

:[ 教授) , 関原硬允 ([司七大蔵病院院長) , 木村

明 川 本診療録管坪
′
､

i
,

I

:iミ理事夫
･

前新i. 別 状 病院長) ,

斉藤憲彬 (ネ= ､11 u 二人[] 木南f･:= *. 師 会常 楕滑 車) , 高

橋泊 久 (｢叶､フニ枯神 ･

神経 セ ン
/i - 総長)

,
武 田 之和

( 前埼 玉県 ､
▲

′二が ん セ ン /i - 絵島) , 宮坂堆
､

-F
,-
A ( 社川

読) J 7 本FTf:-.F
]

桶会常[T: 押 車) ,
/

i-
:
郡木仲 ( 東海 人子 法

′
､

;
/ '

一部教授) t 樋t I 範稚 ( 如ま人乍法
J:;
Z
'

-
l

r

'

13J-r; 教招) , 畔柳

達雄 ( 弁護 十) , 大熊由紀 j
ナ

ー( 朗｢1 某梢1什論説委員) .

木J亡教 (- ( .ill
':
論 家) の 13 名 で , 医墳提供 君側 7 名,

法律家 4 名
,
FhAf亡代表 2

/

(l と い う割 合に なる ,-, ち な

み にT
く

i
/;i;i の 森島氏は ｢ イ ン 7 寸 - ム ド ･

コ ン + ,
_ ン ト

の/i三りノj に｢業け る 検討会
_
｣ 〔7) 委員 で もあ っ た--,

19 9 8 1t
:

- 6 月18 日 に 発表された 根号
1

,
A一書の 第 1 節 ｢ は

L: め に ) は ,
こ の 検討 J

/

_ミ
がL没I

L

F-;: さ れた1
1

テi引二
-

) い て

概観 し て い る-

薬
′

.

i-: エ イ ズ問 題 - の kJ-[J亡二策を ′Jミす 1 9 9 6 1F- 7 H の



詩境情幸枝問 ′J
A
; - a ) 動 き

｢
~
上
'

J(
:

_ 薬
.

■

一山二 よ る陛艇被岩の 再発防l上二対策に つ い て ｣

は ,
｢ カ ル テ 等にr壬L! 載された 内容は , 患 者 の 診療内

(

1
1

‡等に 関する 重要な情報 で あ り ,
′む 者の 求め に1JE じ

た カ ル テ 等の Ei
'
,
,
/

t

墳記録 の 開 ,J
J
I- の 問題に つ い て , そ の

際 の 条件 , 記録 の 保存j]一法及び保 存期間の 在 り方も

含め , 検討 の 場 をi
'

i け る｣ と述 べ た r ∫(.]
/

rF1 1 1 月 の

｢ 円民医療総 合政 策会議中問報 告｣ も, ｢ 患者 本 人

に 対す る診療情報提供に つ い て は , E東帥等が適切な

説明を子J
-･ い 患 者に揮 解をf与るよう

/i)i め るとともに ,

,

L患者 へ の レ セ 7 卜 に よる情報提供や ,
診療録 ( カ ル

チ) に 記載された 内容の 情報提供とい っ た課題に 取

り組む必 要が あ る｣ と した ｡ さらに , 適正か つ 効率

的な医療 の 提供の ため 医療制度 の 抜本的改革を構想

す るた め 設け られた 早見r*_療保障制度改革協議会の

｢~二 十
一

世紀 の 国民t束療｣ ( 1 9 97 年 8 月) で ｢ 患者

と医師 , 歯科医師との 信頼関係を深め る ため ,
プ ラ

イ バ シ ーに配慮 しなが ら患者に対 して カ ル テ や レ セ

プ ト の 情報の 開ホを推進す る｣ , 牢
′

ヒ省 の ｢
ー
2 1 世紀

の 医墳保障制度｣ ( 19 9 7 年 8 jl ) で ｢l乍ミ療 の 現場 に

おい て , 医墳i;i: 奉告に よる適L)) な説 H)] と ′

;Li､ 若 の 児 解

に去t;- づ く医療 の
/

jii 着をLズl るとともに ,
カ ル テ の 情報

を患 鼻に提供す る｣ と の 文章が 入れ られた . そ し て ,

1 9 97
'

l-F のt東榎法改 正に おい て ｢ 医帥, 歯科医師 , 秦

剤帥 , ji一護嫡そ の 他 の 医墳 の才凱
､ 手は , 医療 を提供

す るに 当た り , 適 LJ) な説明を子]
'- い

, [ *.療
を受け る 老

の]
:

q!
_
解をf

J

i る よ う
/]
,3 め なければな らな い , 1 ( 第 1 条

の 4 第 2 項) と の 規
r

/
-ii が 寝り込まれた.｡

つ ま り
, L大

境政策の 根幹をなす法律におい て もイ ン フ ォ ー ム ド
･

コ ン セ ン ト の与5 )) 義稚カミー曙念と し てrlJI ,
=

言上された の で

ある-

L L
.
3二J);,'r

レ

ト
･

' /ト / に 跡紋さわ ∵ い / ' 肘
l
,
-- ,i;: に

は概要が 付さ れ て い る /

/

A
/

i
A 2 節1リ､l ,

'

l

'

f_
0 ) 什 料ま次 の過

:l
-
;｢ j
/-) 7 1 ( h 川 ) : ＼ …

,

＼＼
,

I J Tl hl ＼＼, . i
, ( -

. 巾 h 川 l rl 川 1

1 0 U 6 h O 6 1 8 - 2 . h tl n l .
I

2
. 桝 酎芹経と はIL-I か

一郎に ,

I

;
/
,

,

t

轄紺 欄 は , 【
/

) ､ 消≠叫~jl-1l
i
; の 必 'li

7J
-卜
′

1-..
t
L
T
J

､

別冊

し, L はL
J

)く瀬 o )i') 川ミをナナ▲
'
) た め に , ,;

I
,
,
,

t

4i
J
i

/

キを通 じ

て子
E
,主た I敵方 の 陸尉状態 等に関す る

J

l
､

[

i

I
-=f抜で あ り ,

こ

れ らが紙 写の 媒体 に.iL! 鎚された もの が 診墳言Ll真之で

あ る と F)･ え られる が ,
そ の ほか【

'

Jく
=

.
墳桜岡 の運営管

fE!!_ , 卜
村射村J

'

(i!
,
, 札言Iこ, 発行

･ 研
′

先
/ 1

:
(
;:- の 似 でirTiJH さ

れ て い る- ㌔

:二･ イこ胤汁j
'

ミで は , 諮才如フ)上別 二おけ る診酬'[
t

i一幸Li ･

1

=

i
J!
,
/

i

4i
,f .･,-[l 鎚 の .むH一ノ ＼ 0 ) 肘II三0 ) /I

:

.
; ) )j l 二

一

) い て 軌汁を子I
I-

･- -

3
,

A
i
A ',

,
,

1

ナ州F
l

捕まu )I)t!()
f
三C
) )｣-ill);

35

:I
-:) 収 が国 で は , 診療契約に 基づ く報告義務の 一環

と して差
'
,

3
,A

,* 情報 を提供 しなけ ればならない もの と

考え られ るが , 診療記録 の 開示義務 を直接定 め る

法律の 規
/

/t は なく
,
こ れを認め る 考え方は 判例 ,

学説にお い て 確 立し て い な い .｡ ま た ,
診療情 報の

提供 へ の 取 り組み は進み つ つ あ るが ,
乍休的に は

少数 ｡

○ 外国 で は ,
法律等 により診療記録の 開示請求権

を認 め る国が 増え つ つ あ る ｡

4 診療情報の 提供の 基本的考 え 方

○ 診療情報 の 提供が 必要な理 由と して は , 第
一

に

医療従事者と患者 の信頼関係の 強化 ,
情報 の 共有

化に よる医療の 質 の 向上 ,
第 二 に個 人情報 の 自己

コ ン ト ロ ー ル が考え られ る ｡

○ コ ス ト論 , 患 者 の 誤解 による 治療効果の 低下な

どの 問題点は , 重要な課題 で は あるが , 診療情報

の 提供を妨げる 決定的な要因 で は ない ｡

○ 診療情報 の提供 は , 患者 に対す る説 明の 一環と

して , 患 者 の 求めが なくとも行う べ き｡ ま た , 盟

賞- が 謝叫と は別に診療記録 の 開示を)k- め た 場 今に

は
,
基本的にl大境従事者は そ の 要請に[J古じる べ き｡

C) 診療記録 の 開示は診療情報の提供 の
- )j 法だが ,

l一束療従事 者と患者の 真の 信頼関係を築くた めに は ,

診療記録そ の もの を示す こ とが必 要 ｡

〔〕 開示する診療記録には ,
カ ル テ の 他 , 看護記録 ,

検 査記錨等を含め るもの と し, 細 部は 今後検討す

る べ き｡

5 診療情報の 提供 の 方法

口 本人以 外の 者に 対する診療情報 の 提供は , 本人

o ) 同意があ る場 合及び本人に F-
[

l 己 の 治療に つ い て

叩 紙 判け榊- ろT
'

fE ノ) ,)J"ミ
'

j二汁 て い ろl-/i,i- i
'

T に 限ろ-
'l き

[i-
I
,
,
/

t

j射､斤幸泣は 僻ノ､ 情 報 で あ り , ｣･J ､ ｣)､ 外
o ) 対繁E'

(
/
7) 帯州 比 離附 二 y), え ろ べ き

追 肘 ニ
-

) い て は
,
心 Y( i

/

) L
'
】Li i Ji

:

/⊥ぺ ｣ 川//_
u )l
t
L!
_
il

'

j
;

(･l

と 協)) に よ る よ り よ いr
]
)く:

_墳 を
'

( l
'ぅ 臥1( か F ) , 検 討

の 対態と しなか
-

〕 た

1 J ､
に 代わ りfリニ る n- で あ る こ と(ノ) 確Ii

'
一

^

L

'
､ は 赦 帆 二

∴
~. ∴･-L:

､

1
,

l
L
r~

しつ･ 榊疾効 果に思影響が あ る場｢†に は ,
診療情 報の

捉供をti!,
)
保 する こ とは やむを門

こ な い .〟,
が んや 精神

柄が 柑 こr‡り越と な るが ,
こ れ ら の 場(ナに も診墳情

報のi-/
r

i[ 州 二 は 杭樽柿) な ノ

[

'

j;-. 昧 もあ り , 鵜本的に は肺

報を松伏す る べ き -

,

｢ 朋まo ) 肘Itミ)j 法 と し て は ,
]Iよ終1

'

I
/

Jl 二 は .
=

i
J',
,1i ,i
A
[

:

;[!鎚

o )
′
/

i- し 0 )
/

i:A 付 が 確伏 され る こ とが 必 焚だが , 別上

.

1ミニを ,tcAイ､｣ す ろ こ と も 一
/

) a ) )j 法



3 6 新潟人
′
±

i
:二教育ノ､ 問什

､

羊部紀要 第 7 昏 第1
I

,)･

⊂〕 例外 事由等の 判断に つ い て は ,
一定 の 判断基準

を設け
, 紛争が 生 じた 場 合の 処 ー曜機関を設け る こ

とが 必 要｡

6 診療情報 の 提供 の 環境整備

○ 診療情報 の提供 がそ の 趣旨に 即 して 行われるた

め に は
,
鞍療病動 の 記録が患 者に躍解 しや すい 形

で 適L}) に作収され , か つ
,
適 n
7

.
に 管理 される こと

が 前提 ｡

○ 我 が 国 の 現 状を 見る と , 診療記録 の 適 切な作

成 ･ 管理 の 普及が遅れて い るが ,
そ の 対策と して ,

( 1) 診療記録 の 作成 ･ 管理体 制の 整備
,
(2) 医療従

事者に 対す る 教育 の 充実 , (3) 記 載内容 等の 標準

化
,
が 挙げられ る .

7 電子 カ ル テ 等に つ い て

○ 診療情報 の 電了一化は
,
患 者に対す る質の 高い 医

療の 提供に 貢献す るもの で あり , 今後
一

層推進 し

て い く べ き｡

○ 診療情報 の 電子化を図 るに 当た っ て は ,
プ ラ イ

バ シー の 保護や 改 ざん の 防止等の 安全性確保を図

る こ とが必 要 ｡

○ 診療録等 の 保存期間に つ い て は , 診療記録の 社

会的役割を重視 し
,
相当期間延長する方 向で 見直

す べ き｡

8 そ の 他 の 分野 におけ る情報 の 活用

○ 教育 ･

研究等 - の 診療情報 の 活用は社会的に大

きな意義が あるが
,
プ ラ イ バ シ ー の 保護に十 分配

慮す る べ き o

9 法制化 の提 言

○ 診療情報の 提供を積極的に推進す るた め , 法律

ヒ診療情報の 開示義務を定め る こと には 大きな意

義｡

○ 医療現場 の 実状や 国民感情 を十分に 踏ま え る こ

とが 必 要だが
, 今 日 の 社会 の動 向にか ん がみ

,
医

療従事者と患 者の 信頼関係 の醸成に よる 治療効果

の 向上 と患者 の 自己決定 の観点か ら , 環境整備に

配慮 し つ つ , 診療情報 の 提供及 び開示を法律上 義

締付け る )j 策を検計｡

○ こ れらの 義孝劉ま本来医師等の 自 発的穫行に な じ

むもの なの で , 不履行に つ い て 罰則などの 制裁を

課す べ き で は ない ｡

○ 診療記録 の 作蚊
･ 管理 の 体制が 整うま で の

､L '

I 分

の 問, 別文書の 作収交付を認め る べ き.｡

○ 具体的に は , 医療法等を政1下し
,
診療情報の 提

供はr*_墳従 事若の 職業 l二の 積極的な黄楕で あ る こ

とを明らか にす るとともに , 患 者の 求め が あ っ た

ときは医療従事者は , tf .
1

療 効 果に砦影響が あ る こ

とが明 F) か な場(-T を除き , 診療.
I

;JLl 以 丈は これに 代

わ る 文吉を開 ホ ( 授
′

/

j･ の 交付を(T む-/) す る べ き

ことを現
r

ji: す る r

〔二, 最終 的に診療 記銘そ の もの の 開ホを法的義緯と

す る場 合, そ の 前提と して , 適L)] な指針 の 作蚊
,

F東療従事者に 対す る教
i

[l
'

の 実 施, 柄rJ
'

J

'

i 7,
i

-:- の 体制整

備 , 費用に つ い て の 診療報酬等に おけ る配慮が ↑こ

H｣
■L ,
:

○ 相談, 苦情及び紛争に つ い て は , 例 えば医〔嫡会

等に医帥写の 専門家等か らなる独
_
占二した 処理機関

を設置す る ことが 望ま しい ｡

1 0 おわ りに

○ こ のF召J 題は , Lg 民 や 関係者の †-･ 分な議論 を経 て

進 め る べ き問題 で あ り, 今後さらに 各プ]一面 の 意 見

に配慮 しなが ら取組 み が なされる べ き ｡

○ 今後 , 環境整備等必要な検討を早急に行う べ き｡

報告書の 本文に 従 っ て もう 少 し詳細にそ の 内容を

見て い く｡ 第 4 節 ｢ 診療情報の 提供の 甚本的考えノj｣

で の
, 提供が 必 要と考え られる理 由の 第

一

に つ い て

は 次 の よ うに 説 明さ れて い る ｡
｢ よ り よ い 効 果を も

た らす医療は ,
一

一

方的 に提供され るもの で は なく
,

患者が 自 ら の 病気の 内
l
/

ii
,
治療方針に つ い て理解す

る こ とに より , P;.療従事 者と患者が情報を 共石 し,

患者 の 自己決定の 尊重及び相互 の 信頼と 協力に 基づ

い て
,
共同して病 気を克服す るとい うもの で なけ れ

ばならない ｡ 医療技術 の進 射 こよ り診断 , 治療Jj 法

が 複雑化 , 多様化 し, ま た
, Li;;] 民 の

′
巨命, 医療に つ

い て の 価値観が 多様化する 小で ,
こ う した 考え 方は

一

層車要なもの とな っ て い る ｡ こ う した 趣旨か らイ

ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 押合に 基づ く医療 の 推進

が 求められて い るが , 診墳情報の 提供は
,
そ の

･

環

と し て位 置付け る こ とが で きる ｡ ｣
′

し ば しば指摘 さ

れる こと で あ るが
, 開示 の 目的を [ 共同 し て 病気を

克服す る｣ ことに おくとい う こ とは
, 訴訟などを前

提 とした 開示請求を対象外とは しない ま で もすぐに

[JL: じなくて もよい と示唆す る こと になる ｡

ま た , 診療記録開 'Ti にIl l'7 た っ て 指摘され る問題′な

と し て ,
｢
~
( 1) コ ス ト論

,
( 2) 言Ll錠 の 質 の 低 卜, (3) 医

療従事 者と患者 の 信 頼関係を損 なう
,
(4) , む 古が 内

′

容を誤 解 し , 汁.
t

墳 効 果を妨げ る , ( 5) 患 者が シ ョ ､ソ

ク を
′

受け る｣ 等を挙 げ て い るが ,
｢ こ れ らは 診療 情

報の提供を推進す るに 巧た っ て 解
1

i
'

丈を要する 重要な

課題で はあ るが , 診墳情投の 提供を妨 げ るi
′

)l･
/

jii 的な

要因で あ るとは い えない で あ ろう ｣ と述 べ て い る (

〉

こ れ ら問題,

,: ､･-1 の そ れぞ れに
,

) い て 什再を確認する
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人きな道鏡が あ っ た ときに ,

r

[

l

= 畏揚とい う診断をカ

ル テ に 薫きますけ れども, そ の 時 に胃癌が あ るか ど

う か とい う の で癌 の 検査をす るの が 一般的 で す ｡ そ

の日与に 『胃癌の 疑い』 と しなけ れば健康保険 で は 請

求が で きない とい う問題が あります ｡ そ うす ると ,

健 尉米除法で は 『円癌の 疑い』 に なります､一
日分に

は 『円潰揚』 で ある と説明 した の におか しい の で は

な い か とい う こ とに なります ｡
･ ･ ･ ま た ,

そ の 胃

潰揚が 二 年, 三 午と経 っ た時 に胃癌 に なる ロー鮭性が

ある ｡ そ うす ると 文句を 言う人は ,
あ の 時に 『胃損

傷』 だと診断 したが 実は癌を見逃 した の で は ない か ,

と い うような問題が /i･
.

_
じ る と い う こと で ･ ･

･

｡ ｣

( 5) 一む老が シ ョ ッ ク を受け る に つ い て は , 報告書 自

体も開示が 治療効果に悪影響をもた らす場 合の ある

ことを認めて い る｡ 第 5 節 ｢ 診療情報の提供の 方法｣

2 . ｢ 診療情報 の 提供 の 例外｣ に お い て ,
が ん及 び

精神病を取 り
_
l 二げ て い る ｡ 報告書は ,
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A･ う こ と を 成め よ
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< = 頭 に よる 掛Tn + 診療詰

録の 提 ,1i + 診療記録の
′
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第 9 節 ｢
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_
｣ は検討会の 審議におい て

も っ とも意 見が 対ii: し た /与で ある ｡ 9 8 年 4 F] 23 日 の

検討会におい て 森島重夫が 法制化を提案 した.｡ 9 8
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7 卜
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1
'

- 教育ノ､ 川f
こt /;
: '

- 部紀要 第 7 を 第 1 り

る ､ 乍ま で提供をして い な か
-

' た の な F) ともかく .

現 に , 提供 し て き て い る の で あ る- ､ 捉flt が 1
く1一

'

/チ

で あ るとい う の な ら
, 法律 で 強制され るま で もな

く , われわれ白身の 千で 積極的に 改善して い く-

例えば, 力 ′レ テ の 病 fl と保険病 Yl の く い違 い など

環積整備を しなければな らない こ とが た くさん あ

る 二】

‖ 医は , 診療情報 の提供を い っ そ う促進す るた

め に
, 患 者 ･ r*-.師 間 の 信頼関係の 醸成

,
汁.
t

療 効果

の 向 上を 目的と し て ,
｢ 診療情報提 供に 関する ガ

イ ド ラ イ ン 検討委員会
_
｣ を設置 し て , 検討をfj- ラ

こととした ｡ 近 日中に初会合を開催する ことに な っ

て い る の で , 早急に結論 を出 し
,
い ずれ詳細に 報

告 した い ､

｢ 診横倍報提供に関す る ガイ ド ラ イ ン 検討委貝会｣

の 委員は次の 12 名 で あ る ｡ 委員長, I)I:; 々 木陸椎 ( 東

京都医帥仝艮) , 副委日長, 木村明 ( 日 本診墳録管

理学 会理 事長) , 封il 俊)こ ( 秋田 県医帥会長) , 件 々

英達 ( 1三[l 本病院 協会
I

.$1; 任理事) , 大輪 次郎 ( 愛 知

県医帥会副会長) , 小島和江 ( 大阪大学医苧 馴付属

病院医員) , 真LH 幸~~･
-

. ( 広 島県｢ 郁両会長) , i【ニロ研 -_

( 国
_
; I: 1両院 四Lj∃が ん セ ン タ - 副院 長) , 斯 業市 丈

( 明治人乍 法宇部教授) , 畔柳達雄 ( 弁護 上 ･ ｢l 医

参与) , 奥平常 再 ( 弁護 十 ･ L] [賀参
[

j一) , 川捌 孝
･

( ｢= 毛総研 T. 席研
'

fE ,

Li l )

こ の 委 ,
Lj
i l

/

ミは 約半年 の 審議を経 て 翌年 1 月 に小間

報告∵を提 出 し, 若丁 の 手I[
!

]二しを;uH え た 上 で 最終報告

を[
/

I :一収 した ∴
こ の 報告は

,
1 99 9 年 4 月 1 Lj の 定例代

議 員会にお い て 承認された ｡
J l

≡施は 習20 0 0 年 1 月 1

L3 とな っ た r

H 医 ニ : I_ -
ス 第8 9 8 与づ一( 19 9 9 年 2 Jj 5 F H は Lf 7 間

報:
I
;- の 概 要を次の よう に 伝え て い る-､

【横木r
'

T
'
l

] な 考え J]】 E二] 常診療 の なか で , 1
'

ン 7 1- -

ム ド ･ コ ン セ ン ト のPlし含に 樵づ き , 患 告が 喉1f
l

l,
I

:

と

診療I-
),
]

'

r
l

i を 卜
/

I;
'

に 児 解 し, 挺帥と患 古とが 柑/J二に

1L; 栢関係を保 ちなが ら , 共rr 11 し て11
1ji: 痛 を L:t 服する

こ とを推進す るた め . 思 弁に 対す る[iA[!鎚 の 聞 ′Jl- 杏

( ,T め て 診積憤韓の 積極Fi
'
,

) な 捉 ′Jミの 促進 をl文l るも の

で あ る :､

【T
J
F:
:

.
PIFf]
- ･
iミ貝 の 倫躍 如範】 心 月一の 求めが あ る場 ｢干

に , 諮噴 [
;
,
一己鎚 写の 開 ′Jミを 含め て , 諮横倍報の 肘 ,

lt
l

:

を , 附
1

IrTJ
-
の 倫押 卜の E,

壬

至紹とす る . f
)

I,
:

_F
'

wJ
'
]

'

_ミ写
c') 倫叩

舶範の 一部となる ことを j
′

,
/

Jii し て い る した が
-

)

て , こ れ に 対する遥J丈は , 附締j
'

ミな どに よる 一
J

/ii

の サ ン
}
} シ ョ ン ( 指導 , 教fl

,A
. 研 略等) が 作

{
) -㌔

【診療.書L!鎚 の 間 ′J
~JJ j 法】 診療.言上鎚 の 開 ′J

-J j 法とし

て は , 診墳記録 のi-/
H

L- jTi や
′

7
'

･ し の !if 什 の ほ か に これ

らに 代え て , 診墳 記録の 什1
1

享を ,i( す 別上古 ( 要約

吉) を交付す る 方法 も認め る 1

,

【i
'
,
-
,

t

墳 記錬
･

情報提供の 対蒙古】 診療.言J 鎚 ･ 診横

倍報提供 の 対象 者は , 本ノ､ が 頃則 へ 本人の 判断能

))l ニ疑義が あ る場 合は , 現
′

丈に ,

ii:Jl 古 のTtt 話を して

い る親族および これに 準ず る縁故者｡ F H- 卜 患 者を

診療す る他の 医師 ｡
1 5 歳以 l･_

の 未収年 若に つ い て

は , 事案に より 本人だけとす る こともある ｡ 代糟

人は親族に 限る.｡

【教育 ･ 研略】 医帥などによる指針遵守を徹托す

る ため の 一般的 教育研幡を行うほ か に
,
違坂老に

対 し て
, 指導 , 教育

･

研略 号の 必 要な処置をとる

こ とを医師会の 責務とした′｡

【芳情処児機関 のi
)

i 置】 芹情窓r l
,
[

1

f 情処児機関

の 設置を医師iミの 貢預と した :,

【指針の 見直 し】 2 年ごとの 見直 し条項を設け る

とともに
,
必 要が あれば

,
い つ で も適宜 , 検討 で

き る こ とを定め た ｡

【
r

Ji: 義規
'

/jj および 付記】 指針 の 内額を明確にす る

た め に
,
重要なTTl 語 の 定義規定 を置き , さ らに

｢ 指針 の
ノ

実施に 当た っ て留意す べ き,

,: .･',｣ と い う委

員会の 解釈を
,
あ らか じめ ,Jl

･

し た ｡ そ の なか で 重
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こ の 恭準がrうく

:

_ 師
･ 1ミ /
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｢ 炭
′
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で あ る-､

さ E) に ｢ 必 携 ･ 診療情報の 提供に関する指針-
､
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,I
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-

. 1 2 2
, n . 2

1 9 9 9 . 7 . 1 5] ) に よ り , そ の 特 徴と思われ る点 を
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1
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/

ミLi c
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制
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[
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し て
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;

;Ll 鎌 等
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A
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, 節
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_ 占
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,

圭
け る恐れが あ るとき,
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l
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,
,

L
の ほ か

, 診療情 報の 提供 ,
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1こ適
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と い う 条件
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T

i の

(1) お よ び(2
＼

) は
, 診噺吉報 の 提供 , 診療 記録 写の 閃

′Jミの ;Ji- め をiLi 経 で きる 典型的 酎列と して 諸外国で も
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針 で ふ れ て い な い だ け で あ り ,
r こ の 指針 に定 め が

ない こ とは , 診療情緒の 提供 に 対する幸細目
､

l 請求権を

J .
;

/

Jt す る趣旨 で は ない こ とにt
:

.

J
i

)
;旨する必 要が あ る｣
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検,汁会1 第 1 L･.1 ( 2 0 0 2 . 0 7 . 0 5) l

'

ミ付けの 染 料 こよ

る)

Ⅴ 環境整備 (2 0 00 - 2 0 0 2)

[j;
:

_原審議会の 小間幸昆告を受け ,
厚
′

ト省は ｢ 3 年を

rl 途 に 環埴整備 を推進す る｣ と の 文言に 従 っ て
,

2 00 0 年軽か ら2 0 0 2 年度 ( 平成1 2 年度か ら14 年度) 杏

環境整備の 期間と位 置付け ,
い く つ か の 事業を

/

1
~卜)

た (

ノ ま た ,
20 0 0 年 の 臨時国会におい て ｢ 陸棲保険法

等の 一部を改止する法律案及び供療法等 の
一

部を改

止す る法律案｣ が 審議されたとき, 参議院国民 福祉

委員会に おい て 附帯決議が 付け られた ｡ そ の 第12 項

は ｢ カ ル テ の 開示に つ い て は , 環境整備 の 状況を見

て 法制化を検討す るとともに , 十分な医療情報 の 開

示を行い , イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト の 尖が L が る

よう に努め る こと o なお, カ ル テ に つ い て は, 遺族

の 申請 に よる 開-,Ji も検討す る こ と｣ と述 べ て い た r
J

環境 整備に つ い て は ,
まず第
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に
, 外郭 川休に補

助:r? を出すとい う 形の もの が あ っ た ｡ 2 0 0 0 年度は 4
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!1 車 業が あ
一

〕 た が ,
2 0 0 2 年度 で は 3 稽 鮒 こ
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｢ 診療情

報の 提供の 円滑な推進を図るた め , 診療情報の 捉[,H;-

の た め の Ii: 援 事業と して , 診療録の 作成 ,
管僧体制
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4 4 新潟人
′

､

7
′

教育ノJ 川 什宇部紀要 第 7 巻 第1 り

は , L*_墳法第6 9 条 ( 吃:
i
,
-一禁止除外 事項を規定す る 条

文) の 第 9 E3一と し て ｢ 診療鋸そ の 他の 診療に関する

詳記錬 に係 る情 報を提供す る こ とが で き る旨
ー
l が 付

け 加え られた こ,

環境 整備の 第三 の 什は , 平碇12 年診療報酬改訂時

の t 診療録管押体制加算｣ と い う項 H の 新設 で ある-

これ は r 診墳録管揮責任者?I
l

-:- を配置す るなど
･
'

jt 水

準以 上二の 診墳録 の 管坪 体制を確保 し, か つ 現に 患 者

に 対し診墳情 報の 提供が 行われて い る医療機関をL=;-1
,:

価｣ す ると い う 臼的 で 入院初ヒ= こ 入院基本料と して

3 0 点 加 算す ると い う もの で あ る ｡ こ の 施設基準に は

9 項 Ej が あ げ られ て い る ｡ 1 ) 診療記録 ( 過去 5 年

間の 診療録 IIE.
び に過 よ 3 年間の 手術記録 , 看護[i.Li銀

等) の 全て が保管 ･ 管増されて い る こ と-, 2 ) 小央

病歴管理室 が設置され て い る こと ｡ 3 ) 診療録菅押

部門 又は診療記録管揮委員会が設置されて い る こと ｡

4 ) 診療ti L!録 の 保管 ･ 管理 の ため の 規定が 明文化さ

れ て い る こと.こ; 5 ) 1 名以上一二の 専任の 診療記録管児

者が 配置され て い る こ と ｡
6 ) 保管 ･ 管増された 診

墳記録 が蝶病別に検
ノ

素
･ 抽 出 で きる こと ｡

7 ) 入院

患者に つ い て の疾病統計に は , I C D 大
'

/) 類程畦以

_
l･
_
の 疾病分類が され て い る こと ｢ 8 ) 全診墳軒= ニお

い て退院時要約が 令患 者に つ い て 作収されて い る こ

と｡ 9 ) 患 者に 対 し診墳情報 の提供 が現に 行われて

い る こと .:, な お
,
こ の場(-T

,
[] 本医師≦ミが作収 した

｢診療情報の 提供に関す る指針｣ を参考にする こ と

こ こ で2 0 0 1 i1
:

- 7 月 に 発表された ,
r カ ル テ 等 の 診

噴情報 の 提供の ため の 去援事業｣ 幸に;
I

;- 吾 ( rl 本診療

録管博子iミ
,
2 0 0 0 i巨覆車業) のr),) 容を簡単に巨ユて み

る.｡ こ の 報告手引ま4 章に 分か れて い る : 〉 第 1 章
｢ カ

ル テ 等診療情報 の 開示経験事例｣ は ｢ 請求jfi
r

_i ( 患 缶

詰求 型) 開示
_
｣ を扱 い , 診墳情 報提供に 横棒的とさ

れる2 3F宋療機関を選抜 して ア ン ケー トを干上▲
-

' た-､ 崩

終的に 14 施設か ら7 1 件 の 事例 レ ホ - 卜 が
′

寄せ 仁) れ ,

そ れを12 カ テ ゴ リ ーに 分類 して い く らか の 考察も付

け加え て い る-､ 第2 串二 ｢ 白 発的提供巧
r

_
i
_
( 積極型) カ

ル テ 開示宅践医療施設の 実態｣ は患 古側か ら の ,]さめ

がなくて も医療者側が 自発的 に開 ,Tt し て い る 4 施,-;k
L

を取 り 卜げ , 現地調 剤 こ 基づ い て 開 ,Jl- の )j 法を抑 )
'

F

し て い る-､ 第 3 芋 ｢ 詩境情 報
の 開 ′Jミ

･ 提供に 関す る

ア ン ケ ー ト 謂 在毒.
i
,

:

果
_
｣ は , fJ 本 州 ,

I

;i lミJ
'

_? ら_1 柄f
;
[

J

l

i

( 2 5 8 8 施設) を対象に し, そ の 事拐Jミに 対し て無r; r…d

名 で の 質問を子ト) た結 果で あ る- 矧 抑f川 は , カ ′し

テ 問 ′Jl- , そ の 他o ) 診墳情幸即日′)ミ, 1
'

ン 7 十 - ム ト ･

コ ン セ ン ト, レ セ 7 卜 聞′Jl- , I
'

*

L

苦節杵)i,T.･ 川などで あ
-

'

た r lJー効い]7 芥は7 4 3 什 で あ () , r,り7
J

; 半 ば 3
'

.

i
:u を n ,り

一

)

た-､､ 第 4 章 ｢ 乍L 輔
J

F:頒 施[iA
J

i に おけ る診療偶幸即日′J ン ､

の 対IJL二肘妃 ( 往復は が き 丁 ン ナ - ト調 在紙芽上り は

H 本病T:
I

,

'

ilミ会員病f;
I

;t に 加 え て
'

f
>

_い
,-:l のf
-
El 公私 ､

1

,二人
′

'

紳(
;

.

蘇
,

'

i
!
7

一部付 掛南院 ( 14 6 施ri
l

i ) を 対態と して ,
カ ル テ

等診療情報間 ′Jミシ ス テ ム ( 制f空, 規約
,
f[1
_
､1/
1 古 ･

才f!.
ゝL

3 部買) の 有無 を問う 記Y 1 7 ソ ナ - 卜 で あ っ た- jFi

終的に は10 4 9 施設がrL.l 筈を寄せ , そ のi
'

J .-' 果は 施設 Y.

入 り で 報告 割 こ.-;- Ll 載された ｡

第 1 章の 最後 ｢ まとめ｣ は , 検討 した7 1 例巾 か レ

ナ 開示に かか わる6 0 例 に つ い て の 考案をj並べ て い る ｡

長く なるが そ こ を引朋す る-ノ

1 . 医療不信に 挺関す る カ ル テ 開示請求

6 0 事例を1 1 カ テ ゴ リーに 分類 し て い る こ とは前J

述 の通 り で あ るが ,
こ の う ち鼓も事例数の 多か っ

た カ テ ゴ リ - は ｢(1) 医療 不†言 ･ 診療 内
I
,

j子の 確認
_
｣

(2 0 什 ,
3 3 9 16

'

) で あ っ た ｡ さ ら に こ れが 進 ん で

( 糊れ て) 医療 者側を被子
i
l
--と した 訴訟に 発展 した

2 例 ( ｢(2) 医療 訴訟｣ ) を 含め ると2 2 例 (3 7 % )

にま で 達する ｡ カ ル テ 開示そ の も の が 繁明斯の 段

階 で あ り患 者側も気軽に開示請求を起 こ せ ない 富

国気の なか で の 数
r

テニ で あ る の で , こ の よう なネ ガ

チ ( ブ な閉 ′Ji 請求が 多い とい う 事態に つ い て はや

や割 り引い て 考察する 必 要は あ るが , それ で もや

は り 圧倒的に 多い 数千 で あ る こと ば蕨然と した 事

実で あ る ｡

滞在的 で あれilfi 在的 で あ れ患 者側が
l

受けた 医頼

に 対 して 不信感
･

違 和感を抱い た 場｢T に患 者側が

とる間 ′J
A
,

･

請求 行動 は
,
r まず 1T

:

_ 確な情 報を
カ ル テ

か ら得て , そ の 節 果次第 で 次の子ì 動を 考え る｣ と

い
F
) 1 ′ ､ タ ー ン

, す なわち ｢ まず は 知りた い
_

. 巧Lj
.

が 大多数を[
｢
i め る が ,

こ れを1,
'

,
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興味深い 2 稚類 の 開 ,)
-
( ,請求
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-
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r
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i

_
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く は そ 0 ) 事前準備と L て ｢
:

;-[f-
J
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,LL
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.
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-] ノ＼ 後 糾 )
I
I)
J

[ .読
'

(i･動
･

威嚇fJ▲動｣
1T;-
(

_
J
_ と
は

,

j ) / し テ 間, Jl- とい う,
I

,
-
[

l

f }托子i▲動をとる こ とそ れL
'

-i 休 で ,

｢
'

f;
. 噴機関側

に 対す る抗議 ･ 成嚇に 代汚させ るとい

[
) も の で あ る- こ の タ † 7 の 特徴と し て , 問 ′Jこ[;

:

fiA･

求 が
′

夏用された の ちも jj ′し テ 間腎よに 来なか
一

) た り

コ ヒ-- を
′

安け取 ;) に 来なか 一

) た り ､ と い F)
/

Ll-二が あ



,

2
;
I
,
,
/

t

煉l'f 柑 粥ト1A; ノ ＼♂)動 き

げ られ ろ- l
'

J;瀕 糾叫と し て は r カ ル テ 胤覧に 来な

い よう なら ( 旧 ′J 輔J
:

-ft主をそ れほ ど求め る気持 ちが

ない の なF) ) , 開 ,/ ( 請求などしな い で ほ し い ⊃｣ と

い う 感想を抱きが ちだ が ,
そ れは誤 り で あ り ,

.請

求 古にと っ て は ｢ カ ル テ 開示請求手続きをと る こ

と｣ が
､■'

I 人 の 巌終 ゴ ー ル で あ り , そ こ に至 るま で

の プ ロ セ ス を医療 者側は 重く受け 止め る必 要があ

る 〔

さ て , 開 ′Jミ経験 の 収集車例の 30 % 超 が医療小信

に 基づ い た ( と推測され る) 事例 で あ っ た と い う

事実 は , 以 F に あげ る よう な問題 ′
キを浮か び L が

らせ る こ ととなる .｡

第 一点は ,
こ こ で あげられた 事例 の 大半が , 開

示請 求に至 る前の 段階で 容 易に 対処 で きる ケー
ス

で あ る とい う こ と で あ る ｡ 特 に イ ン フ ォ ー ム ド コ

ン セ ン ト の 不 足 ( 皆無) が こ の ような劫れた関係

に乍 らせた 事例はか なり多く ,
レ ポートを寄せ た

各病院の 担 当者も同様の 汝省ノ1･
-
, を 記 し て い る ｡ ま

た イ ン 7 オ ー ム ド コ ン セ ン ト の 水準にま で達 しな

く て もい わゆ るI
J

J;
_
1秦一別則の

"

接遇
･

対1.i:
'

と い 一

〕

た 程度 の も の で も f
J/)
l

に 対処 口絹巨と 考え られる一)

第 -_ /
r
､

f

､( ‖ は , 前述 の ように 全て の 開ホ請求事例

の 3 0
,

O

i を超え る こ れ ら の 事例は , 現在 の わがL引こ

おけ る 一般的な開 /Jミ規約 の 卜で は ,
開示を拙ftテし

う る ( 抑 !f す る こ とが ロー能な) 事例だと い う ′

[
､

f

!
-
l
で

あ る- ′ す な わち 乍[1 一舟
I

it
!

l
/
.) な 開 ′Jこ規約は ,

そ の Ei

t
′

】
'
.

] を ｢ 医墳提 供 古と心 古の I
l

i 好 な関係を築き ,

( それに よ
-

' て) よ り高質なt
/

i;
:

_頃を巨i 指す_
i と い っ

た形 で 規
'

/ii し て おり , 関係悪化 の 前駆傾r[ I] と し て

の 訴L･
=

;i,
.
: = 的 ･ 1 二1,; 悠 に 填

一

うく問 ′Jミふ7- 求を抑 fi し
v

'

)

･ t

-

[
'

/lj で は ほ とん ど
'

1てて 糊 /∫
-
; か 七施され て い るが , そ

i

-

･･
'

卜
｣
;
＼

ノ
｣ =- /

{
､丁 ) ･ r :-㌢u
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L トミ

ー

二
′
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- ′ i l
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!
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'

J

･

け る 対IJLJJ ]; 批 で あ り ,
1ムく

'

I
?

.い
三I u ) :)Ⅰ}j

l;
/

;こにtI を移せば , Fif
E

･-i ,I
-
l

･

JJE T
'
. f .1

z

,
: 例 は

'i/ な く な い もo
-)

と /

L
L
l
､ わ わろ ( 1_

1
A 肘

I

I
A
,

f
言
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'

ン ナーー

ト,i
-),
E
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'

:
,

I

.

:

り上も こ れを ′)
-
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′L/ ナf;T
t

･-i ,)こ

にF
l

17il[
'

7j き にITi り削 もう とす る姿勢の IIJIL と し て捉

えう る カ ル テ 悦′Jミ射的
･ 1; 1

'

ド ラ イ ン 0 ) liJ
J

l l
[

I
y

;: で あ

るが , ′む 附則か らl
'

1主もF;i--1 ,Jこ,
;
I
I
F

l

i
A･ 北 が

/

i{
y し
､ と ノ

【
Ltわれ る

/
r - -/ , (I

/

Jミ墳1 こ[.; に).ち
-

うく問 ′Jl- .
;

,
J
[

'

f- ,1三) で , か か る

鮎i
'

!J ･ ) [ 1
'

卜) 1
'

ン が 糊 /I
-
; に[i川j-1j【

′

仙 二働き
;
) る と

い
,

'

) こ 0 ) ミ ス て , ソ + は ,

/

㌻後検一汁す ろ べ き 巾焚な

,探!f
7

!El
r
と /

E
L
‡
､ わ れ ろ

2 . 1J) ,し ナl糊/∫
-
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I
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v
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r

､
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√
＼
J-
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ノ- ＼ ノ-＼ ノー. ノ V しJ-

＼
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-
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-)] ′
し 十 川･-) /∫
-
l- と い

'
) [

'

,こ瀬 o ) 抑 ㌧fに シr/ --;- ム (]
J/
(i-

I

_
､

【
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4 5

解明斯で あ るが ゆ え に 薙
′

卜す るr…り題も多く認め ら

れた- ､ 医墳提供 者側
･ 心 古側収Jj- の 認識が 1 く十分

で あ り , し か も施設側 の 対r,
L

Lニシ ス テ ム r｢ りも不完

乍なため に , 大
′

卜さま ざまな トラ ブ ル が 発生 し て

い る よう で ある 〔

【
1
｣
~ い j] ,レ テ の 開 ホが 求められ 卜分な 対I JL; が で き

なか っ た 事例, カ ル テ 開示手続きが うまく行え ず

に患 者側との 行き違 い が 発生 した事例 , 開示実施

に伴う 医療 施設側 の
l

方力負担 ･ 時間 負担が 人きす

ぎるとい う事例, そ もそ もカ ル テ 開示手続 きの 煩

雑さ (患 者側に と っ て の 敷h
'

- の 高さ) も賓 明期ゆ

え の 問題か も しれない ｡

ただ こ れらは 全て , 時間と ,
そ れに伴う学習 の

積み 電ね に よ っ て 比較的容易に解決されう る 問題

と考えられ, 現時 ′引 こお い て 必 要以 L に憂慮す る

こ とも
,
カ ル テ 開示普及 の抑 制要田とみ なす こ と

もイこ要と思われ る ｡

3 . 開示請求権 の 所在

'

[ 後もまだ しばらく論議を残 した まま推移 して

い く とJ

F
iしわれるFul ,

f

ifi と し て , 間 'J
-
( ,請求権 の 所在に

関す るもの が指摘 で き る, , 本 草 で も事例2 3
-

事例

2 7 が そ れに該 当するが , 事例2 8
-

事例2 9 ｢ 開示請

求 者本 人以 外 - の 開示｣ や , 事例3 0
- - 事 例3 2 の

｢ 遺族 へ の 開示｣ ヰ) 全 て 同 一範暗に括 る こ とが で

きる ｢

馴与三へ の 開 ′Jミは 口f か 不[,[ か ,
そ し て そ の

"

親族
"

の
/

ji; 義 ( 範囲) とは
･ ･ .

｡ 遺 族 - の 聞 'J
IA
l-
,
し か もそ

の遺 族間に 乱棟や 対立が ある場 合に は どの よう に

聞 /Jミ判断を 卜す の か-) l
)､J 緑 関係にあ る 妻 ( あ る い

は )こ) へ の 閉 /J
A
; は

-

I

;ム児 の カ ル テ 開示を求め て

:･ ′㌧し
,

' ,
,

/
′

⊥

二 L ,

,l ▲

i
,

r 小 ) 附 こ は;
:: , ら ;

]

/ . . 紺-(f'-: い ｢
′
.
･
:
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†
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/

[ , 一F;
.;)j - // に 幣Pf!

_
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､ 1/
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;Ll 載
′

h
t

1

:
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h
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--1 1
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iT;紀 要 箭 7 昏 ,75 1
E

,:

押 出が , r 朴六の 押合 ･ H 的 ( 当該トケリ窮地設に おけ

る 開示規約の 理 ,含や[一川勺) と幣合しない 場(-T へ

( b) 開 ′Jミされた 結果 , 何 らか の 悪 /E3-3 響 が 子 托さ

れ る場 合′｡

( b - 1) 患者白身 に悪 影響 ( 病状
･ 心 身状態

- の 影響な ど) が 及ぶ 場合｡

( b -2) 第 三B･ に悪 影響 ( 利益 の 侵害 など)

が 及ぶ場 合.｡

と い っ た分矩が 白絹巨で あ ろ う ｡

こ の う ち( a) に つ い て は , 最近は患 者側に 開示

理 由を
一

切問わない ( 開示 申請書額で 開示請求埋

由の 記載を求め ない) 施設が 漸増 して お り, こ の

問題に関 して は 今後新た な展開も予想される ｡

(b) に つ い て も複雑な問題 を 多く 含ん で お り
,

( 開示請求者 で ある 患者1 く在 の 場 で) 医療提供 者

側が どこ ま で患者自身 - の 悪影 響の 有無を断定 で

きる の か , ま た患者白身 の 利害と第三 古の 利告が

対立 した 場 合は い ずれ の 利益を優先させ る の か
,

と い っ た 疑問が牛 じて く る c

5 . む すび

い ずれに せ よ患 者請求型 カ ル テ 開示はまだそ の

端緒 に つ い たばか り で あ り, 問題点の 整理すら 十

分とは い え ない ｡ まだまだ 全回の
` `

特 別な病院
"

におけ る
"

特 別な ( 事情をも っ た) 患 者
"

が 行う

所業
- t

と い っ た 印象は 否め ない.｡ 今後さらに デ ー

タ ( 事例情報) の 蓄積を重ね ,
こ の 間題 の 中核 へ

迫 りた い と.願
っ て い る ｡

( h t t p : , w w w . m h l w . g o .j p / s h i n g i / 2 0 0 2 '0 7

s O 7 05 -3 . h t m l)

Ⅵ 日本医師会 ,
｢ 診療報酬 の 提供に関する指針｣

検討委員会 (2 0 01 - 2 0 0 3)

口本医師会の ｢ 診療情報 の 提供に関す る指針｣ は

2 0 00 年 1 月 か ら実 施されたが , そ の 最後に ｢ 2 年 ご

とに そ の 内容を見直す｣ と の 文言が 入 っ て い た′｡ そ

こ でr兎師 公は2 0 01 年 8 月 ｢ 診療情 報の 提供に関す る

指針｣ 検討委臼会 ( 委臼艮 : 大輪次郎愛知県医師会

良) を発足さ せ
, 指針 見直し作業に着手 した ｡ 前 回

の指針 策定以降の
ノ

客観情勢に おけ る 大きな変化と し

て は
,

'

L･ に も述 べ た よ
i =

) に
,
2 0 0 0 年1 1F-j 参議院国ftt

宇宙祉委員j
'

; で の 附帯決議 で ,
カ ル テ 周 ,

:

Tt の 法制化と

遺 族の 申請に よる開示を検討す る ことが要請されて

い た･ ｡ ま た2 0 0 2 年 4 I] か ら実施子
r

ji; の 碇年後 見制怯

も視野に 入れる必 要が あ っ た ｢

検 討委臼会が どの よう な議論を した の か に つ い て

の P｣ 容 は 公夫されて い な い よう で ある が ,
1 iF 後 の

2 0 0 2
/

1
:

･ 8 H 最終章[i;
千
,
-- 吉を撹 目して

,
Ll
/
i

/

,ir jk:: を ′J
-
; し た,

H F
'

fi
:

.
二
ュt. -

ス 第9 8 5 り一( 1
/
･ 収1 4 17

:

- 9 J｣ 2 0 H ) に よれ

ば
,
改定案の 骨 子は 次の よう なもの で あ る-

(1) 指針 の [ 柑勺と し て ｢ 医帥と患 古とが )一帥勺し て

･T
'

)i:病 を 克服 し｣ に ｢l束師 , ′出古間 の より 良い fi
=j
; 相 似

係を築く こ と｣ を付け 加え る , ( 2) 【桝 鮎 Li 鎌
'
'

:
(
;:- の 閲

覧陪
′
i
i
:

･E こ 代 え て , 要約 善を
,

if 付 で きると した
一

jji め を

削除 し , 閲覧謄写 の み とす る
,
( 3) 平碇 十 -_

/

rf rJ q †-i

か ら の 収年後 見制度の 実施を受け て
, 指針 [ 3 - 4

診療記録 等の 開示を求 めf守る 古〕 の [ 3 ] に ,
｢ 診

療契約に関する代理権が付与されて い る任意後見人｣

を追 加す る , ( 4 ) 指針 3 1 8 に 関 して
, 診療情 報の

提供を拒む場 合に , 苦情処坪機関が あ る こと を教示

す る項 を新設 ,
(5) 患 者がタヒ亡 した 際に 遺族 に対 し

て 診療情報を提供す る旨の 定め を新設の 五 ′た

( 1) に つ い て ,
｢ ト 1 こ の 指針の 目的｣ は 信頼関 係

を実然持ちだ した の で は な い ｡ 損初 の指針 で は ｢ 医

師が 診療情報を積極的に提供す る こ とに より , 患 者

が疾病と診療の 内容を 十分に理解 し, 性癖の 担い 手

で あ る医師と医療を受け る患者とが 相互 に信煩関係

を保 ちなが ら, 共同 し て 疾病を 克服す る こ とを目的

と して｣ と い う 文章で あ っ た ､-) そ れ に 対して 改定案

は ｢ ･ ･ ･ 十 分に理 解 し
,
医療 の 押▲

い 手で ある医師

と医療を受 け る 敗者とが , 共同し て喉病を 克服 し,

佐師
,
患 者間 の より 良い 信煩関係を築く こ とを目的

とし て ｣ と述 べ て い る ｡; 日 本医師会が 以 前か ら常に

信頼関係を強調 して きた こ とか ら 考え ると, 単に 語

順を変え たと い う こ と以 上の 意味が あると考え る の

が 普通で あろう ｡ 文字通 りに読め ば, 医師と患 者の

問 の 信検閲係が存在 して い るとい う前提を変更し ,

い わば信較とい う点 で は ゼ ロ か ら出発しようとい う

態度表明を行 っ たと い う ことか もしれない ｡

(2) で 要約 善女什とい
t
) 表現 を削除す るとされ て

い るが ,
こ れは以 後 全面的に カ / L
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テ 開示を行う と宣

言 した の で は な い ｡ ｢
~
2- 1 こ の 指針 で 使 う 輔語 の 意

味｣ の 中 ｢
~
診療記録 等の 開示｣ に つ い て

, 最初 の 指

Sf. が ｢
~

,む 古など朽延の 古に 対し て , 諮療記録
^

.字を ,ri

せ ( 閲覧) , 写 しを 交付 し ( 陪
′

1･) , 閲 覧お よび謄写

させ
, ま た は ,

こ れ らに 代え て 要約 吾を交付す る こ

と｣ と述 べ て い た の に 対 し, ｢ Iむ 古など特定 の 古に

対 し て
,
診療記録等の 閲覧, 陪

′

ケの 求めに 応ず る こ

と
_
｣ と い う 夫現が採 期されたと い う こと で あ る.-､ 続

く ｢3 - 1 詩境情報提供 の 一舟引京Hり｣ b EEi ｢ 診療情報

は
,
L J 頒 に よ る説明, 説明文吉の 交付, 診墳[-;-J 鎌 等
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寅 が み られると.i
l

f
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[曲 し つ つ ,

まと めとなる項[--i で 次

の よう に述 べ て い る ｢

し か しなが ら, 診療情報の 提供に 向け て の 国及

び医療関係者の 取組は 不 卜分 で あり , 診療情報 の

提供に関す る環境 は未だ整 っ て おらず
,
す べ て の

医療機関に おい て 診療記録 の 開示が実現されて い

るわけ で は ない など, 医療隙間に よ っ て 診横倍 tJ .i

の 提供 に関す る対F,i: に ばら つ きが ある.｢ ま た , 医

療従事者の説 明不足や
,
患者 の 受動的な受診姿勢

などに起因 した , 患者と医療従事者と の コ ミ ュ
ニ

ケ ー シ ョ ン 不足が医療不信を招 い て い る｡ さらに
,

診療記録の 開示が 行われ て い る ことに つ い て の情

報が 必 ず しも十分に患者に 伝わ っ て い な い と い う

指摘もある.｡ ( ｢ 3 . 診療情報 の 提供 等の 状 況に

関す る把握 ･

評価に つ い て(2) 診療情報 の 提供 等

の 状況に関す る評価｣ よ り)

第 二 の検討点 , 法 制化に つ い て
, 議事録か ら興味

深い と思われる論点を拾 っ て み る｡ まず法制化によ っ

て 何をイ メ ージする の か とい う点に つ い て , 第 4 回

検討会に 参考 人と して 出席 した 福島県歯科医師会会

長の 讐出雄一郎氏は , 信頼社会が 崩壊 し契約社会が

[P J 現する ことだと捉 え て い る ｡ 県 レ ベ ル で ガ イ ド ラ

イ ン を作蚊する ため
, 外部委員を入れた 委員会で 検

討 した とき の こ と で ある｢ ; あ る外部委 員は , 見 せ る

た め の カ ル テ が必 要に なるか も しれない
,
カ ル テ の

コ ピーを望む 人は裁判か あるい は 別の 目論 見が ある

は ずだか ら , 要注意 で あ る
,
と述 べ た そ う で ある ｡

さらに続い て ,

現実に は
,
そ の 外部の 委員の 方に言わせますと

,

日本 はとにか く医師と患者さんと の 問は信頼関係

で結 び付い て い る cJ Fl 本 の場 合には 表裏
一

体と い

う 言葉が あ るけ れども, 炊米諸国は 契約社会 で 個

人 ｢ 義 で すか ら
, 表裏反対なの で す よとい う 表現

をされま した 〔 そ う 言われて み ると
, な るほ どそ

うだなと思い ます ｡ そ うすると欧米帆に な っ て い

け ば い くほ ど表裏反対 で すか ら
,
利害損得が 全く

Iii し て ぶ つ か り合い , 訴訟社 会を貰悟 しなけ れば

い けない の か なと非常に寂 しい!i
l
, い を して い ます-,

よく 言えば契約社 会とい う の で し ょ うが
,
[J 本 の

ように伝統的に患 者さん と 酎価とが 信頼 し(-T っ て
,

よく 話 し√卜) て や っ て きた こ とが
,
こ こ で瓦 解し

て しま う こ とに なる の か なと思 っ て い ます.一〉 も し ,

こ れが法制化され るとすれば必ず罰 則規
'

iii が で き

るだ ろう とい う こ とは
,

I

≠手錫に想像が
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す-､ そ う しますとf末墳f[
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] E- と し て は n Li 防衛に

走ら ぎる を行ない し, そ れを
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;; に 念頭に 置い て カ

ル テ も書か なけ れば い け ない ‥ 診嫉も しなけ れば

い け ない ｡ す る と診療 の 範囲と い う の は非常に 狭

くな る の で は な い か- 】 (
'f l 略) した が -

' て
,
い ま

の 状況で は患 者さん か ら の 相談や 詩情
, 委員 の 外

部の 方 々 の 意見を聞い て も, 法制化す るの で はな

くて
,
もう 少 し い まま で の い い 関係をこ ♂ぅまま伸

ば して い っ た ほ うが い い 【｡ 法 制化すればするほ ど

ギ ス ギ ス した関係に なる か ら, こ れ に つ い て は現

在の と こ ろ , 反 対とい うふ うに 申 し上げ る しか ご

ざい ませ ん ｡,

法制化に つ い て は , 第 6 回 の 検討会で 論点 整理を

行う際に , 長谷川委員が 三穐類の 法制化をL左別 して

い る ｡ 第一
一

は刑法 の 体系の よう に ｢ 義務｣ に し て 罰

則を入れるとい う法律, 第 二 は努力義務を書く法律 ,

第 三 は , 大枠を定め概念を規定す るとい う基本法の

ようなもの .｡ そ し て 艮
'

!与川委員は後 二 者の 形が 望ま

しい と述 べ て い る .

ま た 同 じ第 6 回 で 藤原委員が医師会の 樫井 委臼に

対して 次の よう な質問を して い る.｡ 現在 の [i 本[1
5(
:

. 師

会 の 指針 の 文言をそ の ままに し て 法律に した らどう

なの か
,

､

当然罰則規定もない ような法律の場 [ナで も

反対なの か , 積極的に情 報開示を行 っ て い る人には

て イ ナ ス に ならない し, どう しよう か と思 っ て い る

人に は フ ラ ス 効果を持 つ の で は な い か
,
と｡ ∫ そ れに

対する桜井委員の 凹答は, こ れは医師の オート ノ ミ ー

に 関わ る問題 で あり
,
｢ 法律と い う の は ,

そ う い う

こ とに縛 り 卜げるとい う こと で すか ら
,
そ う しなく

て も同じ こ とが 出 来る の なら, そ の ほ うが絶対い い

で し ょう｣ と い う もの で あ る
｡
さらに続け て , 法制

化に よ
-

' て 中間派 で 確信 犯に移 っ て しま う 人の で て

く る-[-][ 能件を危供す ると述 べ て い る ｡ し か し他)j で

穫 拝委員は , 現実に患 E- が5j
L

>3 い +/I 場 に 立たされて い

る ことも認 め る発言を して い る ｡

確 か に開 ′Jミすると r
-~
卜 〕 て い て も

,
なか なか患 者

と して は 言い 出 しにくい とか , そ う い う 部分があ

る こ とは我 々 も認め ます-j 我 々 と し て は , 確か に

そ う い う こ と - の 努ノ) がユ上り ない と~言われるわけ

で
, 指針を定 めた もの をも っ と規

r

臭化する ため に

は
,
い ま ,

L
i
l
, い つ き で ∫言う の で すが , 各医療様関に

は 必 ず カ ル テ の 開 ′Jミと い
i
-

) か
,
｢ 情 報を知り た い

方はお Il-J し 1
'I L. く ださ い , 納得が い か ない 場 :T は 片



.診墳情封川目′Jミ - ♂) 動 き

偶処押 0 ) 窓[ l が あ るか ら, そ こ - 連絡 し て くだ さ

い｣ と い う こ とを, き ちん と掲 /)
A
( す る よう なこ と

をや っ て もい い と!i
7
, う の です｢ そ う い

i =

) こ と に よ っ

て
,
)L

1

7
, 古が ,
少なく とも精神[

'

y l)l ニ は 気車引こ開示を

求め る こ とが で きる よう に なる ｡ そ れ で 不 満が あ

る , 納f
l
i- しな い場 (T は , 芳情処理隙間にす ぐ連結

が で き る よう なこ とをも っ と[i; 報す るとい う か ,

広 め る こ と はや る べ きだと思い ます か ら, や っ て

い きた い と 思い ます-,
,

医師会の 公式的な立場 で は , しば しば信頼関係が

ある場 合とない 場合とい う 二
/
/
-
)
'

法が とられて い るが ,

慣井委員の こ の 発言は , 検討会 で い ろ い ろ な意 見に

接 した せ い で もあ ろう か ,
法制化反対とい う公式的

な立場と個人的な感想との 間 で の迷 い を示 し て い る

よう に も思え る .

結局 , 報告 書の ｢ 4 . 診療情報の 提供に 関す る法

的位 置付け 及び ル ー ル 作 りに つ い て ( 1) 診療情報 の

提供 の 法制化｣ は ,
｢
~
医療様関 は ,

′山､ 老 に診療情報

を横栂柏勺に提供す るとと もに ,
患 古の ;f三め に[/L二じ て

l引iu と し て 診療記録を開/i
-
( す べ き で あ る｣ と い う理

念規定か ら始ま り ,
｢ 個 人情報保護法 等と既 に 多く

の地 方日給体に よ り制定されて い る個 人情 報快諾 条

例とをJT わせ た 個人情報保護法制 に よ っ て ,
ほ とん

どのE*-.墳機関
が

, 本人か ら の 求め に帖 じ て ,
T京則と

し て 診療記録を開ホする義 拐を貝う こ ととなり , 諺

療[
=

i

l

L! 録 の 開′J
'
1- も 含めた 診療情報の 提供に つ い て の 法

的 其盤が 整 っ た こと になる｣ と結論 して い る r‥ 遺族

へ の 診療£,tkF 朴T
A
( は 個人信幸削呆[葦法 の 対敏外になるが ,

そ の
,

,1= 二 つ い て は ｢ まずは , 診横柄 報の 肘 共写に 間

L ∵ i
/

!

TL
p

,:A.
jl
;

,硝 鵬j か 州 ;L3
･

＼

- さ 漣 川1 h_
:

-ド,i J ;汁 ,

,⊥ 丁 る ノ
- さ′

4 9

で あ る｣ と し て い る-

また 個人情報保護法の う ち開示に関わる 部分は ,

±
'
t 布 の 臼 (2 0 0 3 年 5 T] 3 0 Fl ) か ら 2 年以内に施行す

るとな っ て い てす ぐ実施され るの で は ない た め ,
さ

ら に ｢ 規制改革推進 3 か 年計痢｣ ( 改定) にお い て

2 00 2 iF一に診療情報開示に 関す る ガイ ド ラ イ ン を作る

よう決め られ て い た こともあ っ て ,
こ の 報告書の 別

流と して ｢ 診療情報の 提供等に関す る ガイ ド ラ イ ン｣

が 発表された 二〕 報告書 本文中の ｢指針 の 留意事項｣

の記述をた どると ,
こ の ガ イ ド ラ イ ン と2 0 0 3 年実施

の 医師会 ガイ ド ライ ンと の 大きな違 い は次の 二 点 で

ある ｡

第 一は 開示を拒否 で き る場 合と して , ( 1) 診療情

報の 提供が 第 三 者の 利益 を害す るおそ れがある場 合

と(2) 診療情報 の 提供が 患者本 人の 心 身 の 状況を著

しく損なうおそ れが ある場 合の 2 ケ
ー ス が あげられ

て い る ｡ こ こ で はまず , 【東帥 会改定 指針中 の ｢(3)

前 二 号 の ほか , 診療情報の 提供, 診療記録等 の 開示

を不適当とす る相当な蕃山が存す る場 合｣ はは っ き

I)F,
'

,

/

T7 外 され て い る ｡ さ らに , 拒 f]
;
で き る場 合を( 1)

の み とする考 え 加 こ も十分理解を示 して おり ,
供療

機関が ( 1) の み とするか ,
( 1) と(2) をともに採用す る

か を決定する ことが で き ると し て い る ( た だ し, 各

医療機関はそ の )j 針を患 者に 周知 しなけ ればならな

い ) 二,

第 ~-_ は ｢ 訴訟を前提と した 診療記録
の 開示の 求め

に つ い て は
,
訴訟を前提と して い る こ と の み を揮由

に 診墳記録 の 開ホを行わ な い こ とは 適当で は ない ｣

と述 べ て い る ,!丈で あ り, 医師会の 指針が , 訴訟前提

a ) 場｢T に は倒か ない と して い た ,

i:!Al と は っ きりと異な っ

＼ ′
I


